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学校教育目標 『自らすすんで、学ぶ・鍛える・共に生きる』 
 

1. 生活や学習の基礎基本を通して、主体的に課題を見いだし解決する力を身につけた生徒を育てます。  【知】 

2. 礼儀や規律を大切にし、夢や希望、感謝の心をもった生徒を育てます。               【徳】 

3. 心身共に健康で、自他の生命や自然を尊重する生徒を育てます。                  【体】 

4. 社会の一員としての自覚と責任をもち、よりよい社会を実現しようとする生徒を育てます。      【公】 

5. 体験を通して自らの可能性を知り、広い視野に立ったものの見方や考え方を身につけた生徒を育てます。【開】 

 

「安全・安心と顔の見える関係」 
学校長 栗原 秀樹 

 

梅雨明けが待ち遠しい日々が続いていますが、気が付いてみれば夏休みも目前です。今年の夏も昨年のよう

な猛暑となるのか心配はありますが、子どもたちにとって充実した夏休みとなってほしいと願っています。 

さて、６月２８日（金）に開催した地区懇談会に多くの保護者、地域の皆様、小学校の先生方に御参加いた

だき感謝申し上げます。本校の生徒も懇談会に参加し、中学生としての意見を積極的に述べてくれました。「私

たちの住んでいる街」というテーマで意見交流をしました。「地域とのつながりをどんな所で感じますか？」

という質問に、生徒は「地域の方とあいさつをしたときや地域行事に参加したときに感じます」と答えていま

した。これからも積極的に、自発的に地域と関わり、地域貢献できるようになることを期待しています。 

ところで、防犯的な面から地域の安全についても話題に上っていました。昨今の痛ましい事件や事故を思う

と、いつどこでそのような事件に遭遇するか否めない状況があります。夏休みに入ると、開放的な気持ちから

事件や事故に巻き込まれる危険性も増します。各御家庭でも、ぜひ交通安全や生活安全について御指導をお願

いします。そのような時、生徒自身の安全確認をする上で情報端末は有益です。生徒

の安否確認やいざという時の 110番通報など安心につながります。一方でリスクも存

在します。SNSなどのコミュニケーションツールの利用に伴うトラブルや、個人情報の

流出、違法・有害情報へのアクセスなどが懸念されます。正しい使い方やモラル・マ

ナーなどについても子どもたちと各御家庭で話し合ってほしいと思います。 

今後更に、ICT（情報通信技術）が私たちの生活を大きく変えていきます。情報端末

は顔の見えない相手とも交流することができる有効なツールですが、使い方を誤れば

人の心を大きく傷つける凶器にもなります。以前は「ペンは剣よりも強し」と言われ

ましたが、今の時代「スマホは剣よりも恐ろし」です。ツールの向こう側には、感情

のある生身の人がいることを、子どもたちに、しっかりと伝えていきたいと思います。 

 

 

 

本年度より、夏季休業中の８月９日（金）～１６日（金）の期間は、学校閉庁日として当番を置かず、

対外的な対応を控えさせていただきます。 

つきましては、生徒の命にかかわる緊急の連絡は、北部学校教育事務所まで御連絡いただきますようお

願いいたします。 

北部学校教育事務所 電話 ０４５－９４４－５９７８ 
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★ 学校閉庁日について ★ 
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 体育祭や各学年の校外行事、前期中間テストも終わり、いよいよ文化祭への取り組みが始まりました。今年

度の文化祭、『あかフェス』は、10月 17日（木）・18日（金）に開催されます。 

 6月下旬に各クラスの選曲係がリストの中から候補曲を選び、それをクラス全員で聞いて、歌いたい曲の順

序を決めて持ち寄ります。しかし、他クラスとかぶることも多く、すんなり第一希望で決まったり、くじ引き

で負けてしまったり、お互いに相談したりと様々な過程を経て選択曲が決まります。指揮者・伴奏者・パート

リーダーなど合唱への取り組みが動き出しています。 

各クラスで練習用の CDが配られ、自分のパートの音とりが、夏休み中の課題となります。伴奏者も休み中

にマスターできるように、部活動や夏期講習の合間をぬって練習します。本格的に練習が始まるのは９月から

ですが、夏休み中の努力が、秋に実を結ぶことになります。皆さんの頑張りを期待しています。 

 各クラスの選択曲を紹介します。練習を重ねる中で、それぞれにとって特別な思い出深い１曲になるはずで

す。今年も素晴らしい合唱コンクールになる予感がします。最高の文化祭・合唱コンクールに御期待ください。 

1年課題曲 

『Let’s search for toｍorrow』 

2年課題曲 

『 予感 』 

3年課題曲 

『 信じる 』 

1組 大切なもの 1組 春に 1組 ひとつの朝 

2組 旅立ちの時 2組 ヒカリ 2組 そのひとがうたうとき 

3組 あさがお 3組 虹 3組 はじまり 

4組 地球星歌 4組 結 4組 親知らず子知らず 

  5組 君と見た海 5組 走る川 

 
 
 

 

★  職場体験 ★ 
２年生は８月２８日（水）・２９日（木）に職場体験に出かけます。今年度も５３の事業所に御協力いただ

き、２日間同じ事業所で体験をさせていただくことになっています。生徒たちは、夏休み前の面談期間を利用

して、お世話になる事業所に「事前訪問」をおこない、打ち合わせをしてきました。誰もが、出かける前は少

し緊張気味でしたが、戻ってくると、笑顔で楽しそうに報告をしてくれました。夏休み中に、各自学習を重ね、

心身共に準備を整えて、心に残る良い体験をしてほしいと思います。 
 

★  職業講話 ★ 

 １年生は、職業講話を８月３０日（金）に行います。今年度は１３事業所１３コースが開設されます。自分

の関心のある分野をアンケート調査を行い、その中から１部・２部と２つのコースでお話を伺うことができま

す。先日、コースが発表され、代表者・司会者が決まりました。どのようなお話が聞けるのか楽しみにしてい

る様子で『質問を考えよう』というシートに、「何を聞こうかな」「答えてもらえるかな」と意欲的に取り組ん

でいました。 

「仕事をする」というまだ遠い未来に想いを馳せて、「自分の道」について様々な夢を抱き、「仕事をする」と

は、どういうことなのか、意識が変わる機会になると思います。 

 

 

 学校生活で支援が必要な子どものために、御協力をお願いします。現在、次のような支援が必要です。 

○個別支援級での生活・学習支援 

○宿泊行事での活動支援 

 ※ 学校生活支援員には配置時間（１時間～５時間）に応じて 1 回あたり、謝金（1000～3000 円校内支援

の場合）が市教委から支払われています。 

                      【担当連絡先】 副校長 松本  ☎045-985-5010 

合唱コンクール始動！！ 

職場体験・職業講話の準備が始まりました 

学校生活支援員を募集しています 


